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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 8 0 0 字 ～ 16 0 0 字 程 度 ）  
 
１ ． 研 究 の 目 的・ 方 法  

道 徳 性 の 諸 様 相 の 説 明 は 昭 和 3 0 年 代 か ら 大 き く 変 わ っ て お ら ず ， よ り 分 か り や す く 適 切 な 示 し 方

が 期 待 さ れ て い る （ 中 央 教 育 審 議 会 ,  2 0 1 6）。 荒 木 は ， 道 徳 科 に お い て 育 む 道 徳 性 を ，「 道 徳 的 知 識 」

「 道 徳 的 ス キ ル 」「道 徳的 実 践 意 欲 と 態度 」と 再定 義 し て い る（ 荒 木 ,  202 2）。今 後 は こ の 枠組 みが 適 切

で あ る か ， 教 育 内 容 と し て 具 体 的 に 何 を 扱 う か に つ い て 検 討 す る 必 要 が あ る 。 近 年 は 心 理 学 領 域 に お

け る 道 徳 性 の 研 究 が め ざ ま し く ， そ の 知 見 は 道 徳 性 の 枠 組 み や 教 育 内 容 を 検 討 す る 一 助 と な る 可 能 性

が あ る 。 そ こ で 本 研 究 で は ， 心 理 学 領 域 に お け る 道 徳 性 の 概 念 に つ い て の 文 献 調 査 を 通 し て ， 道 徳 性

の 枠 組 み お よ び教 育 内容 に つ い て 検 討す る ため の 道 徳 性 概 念の 整 理を 行 っ た 。  
 
２ ． 研 究 の 結 果  

ピ ア ジ ェ は ，道 徳 性を 個人 が 規 則 に 対 する 尊 敬の 中 に あ る 判 断を 含 む問 題 と 捉 え た（ P iag e t ,  1 9 3 2）。
ピ ア ジ ェ の 論 を発 展 させ た コ ー ル バ ーグ は ，道徳 性 を「 正 義 に 関 す る判断 」と 捉 え ，6 段 階 の 道徳 性 発

達 段 階 を 示 し た（ Ko h lberg ,  1 9 8 1）。コ ー ル バ ーグ が 想 定 し た 道徳 性 は，公 平 さ と い っ た 義務論 的 な 正

義 に 関 す る 判 断に 限 定し て 取 り 上 げ られ て いた 。  
一 方 ギ リ ガ ン は ， コ ー ル バ ー グ 理 論 を 批 判 し ， 正 義 に 関 す る 判 断 だ け で は な く 思 い や り や 配 慮 と い

っ た ケ ア の 存 在を 提 起し た（ Gi l l i g an ,  1 9 8 2）。ト マ セ ロ は ，道 徳性 に は「 同 情 の 道 徳 性 」と「 公正 の 道

徳 性 」が あ り ，個 体 か ら二 個 体 ，二 個 体 か ら集 団へ と い う 二 段 階で 進 化し た と 仮 説 を 立て た 。加え て ，

同 情 は 二 個 体 間 で は 配 慮 ， 集 団 で は 忠 誠 が 含 ま れ ， 公 正 な 判 断 に は 罪 悪 感 ， 責 任 感 や 義 務 感 な ど を 伴

う と 主 張 し た（ To mas e l l o ,  2 0 1 6）。こ の よう に ，道 徳 性 に は 義 務論 的 な正 義 だ け で は なく ，ケ アに 関 わ

る 内 容 が 存 在 す る と と も に ， 道 徳 的 判 断 に は 罪 悪 感 と い っ た 道 徳 的 感 情 が 関 わ っ て い る こ と が 明 ら か

と な っ た 。  
判 断 と 感 情 の 関 係に つい て は ， ハ イ ト の社 会的 直 観 モ デ ル な どの 多様 な 論 が 散 見 さ れた （ Haid t ,  2 0

1 2）。 そ の 中 で ， グ リ ー ン は 集 団 内 で の 対 立 に は オ ー ト モ ー ド （ 情 動 的 で 直 感 的 な 反 応 ）， 集 団 間 の 対

立 に は マ ニ ュ アル モ ード（ よ り 分析 的 で 理 論的な 反 応 ）を使 い 分 け ること を 提 案 し た（ Gr e en e ,  2 0 1 3）。
荒 木 は ， 道 徳 的 ス キ ル に は ， 認 知 的 ス キ ル （ 道 徳 的 判 断 力 ） と 社 会 情 動 的 ス キ ル （ 道 徳 的 感 情 ； 直 観

的 な 道 徳 判 断 ）が含 ま れる と 述 べ る が ，「判 断 と感 情 に は 使 い 分け が 必要 」と い う グ リ ーン の 論に 依 拠

し た 場 合 ， 判 断と 感 情を 相 補 的 に 捉 える 荒 木の 示 し 方 は 一 定の 妥 当性 が あ る と 言 えよ う 。  
チ ュ リ エ ル は ，社 会 的領域 理 論 を 提 唱 し ，社 会的判 断 に は 3 つ の 異 な る領 域 か ら 構 成 され る 知識（ 道

徳 領 域 ，慣 習 領 域 ，個 人領 域 ）が 調 整 さ れ た 結果で あ る こ と を 示し た（ Tu r i e l ,  1 9 8 3）。ハ イ ト は，道 徳

性 基 盤 理 論 を 提 唱 し ， 人 類 史 の 適 応 的 課 題 に 応 じ て 進 化 的 に 獲 得 さ れ て き た 六 つ の 道 徳 基 盤 （ ケ ア ／

危 害 ，公 正 ／ 欺 瞞 ，忠 誠／ 背 信 ，権 威 ／ 転 覆 ，神聖 ／ 堕 落 ，自 由 ／ 抑圧 ）が あ る と 主 張 した（ Haid t ,  2
0 1 2）。 さ ら に ， デ イ モ ン ＆ コ ル ビ ー は ， 道 徳 性 を 個 人 の 内 面 か ら 湧 き 出 る 理 想 と 価 値 観 に 基 づ い た 行

動 の 結 果 と し て描 き ，特 に「 誠 実 」「謙 虚 さ 」「信 じ る 心 」の 三つ の 美徳 を 強 調 し た（ Da mo n  & Co lb y,
 2 0 1 5）。  

以 上 の よ う に ，道 徳 性の構 成 概 念 は 拡 大傾 向 にあ る こ と が 明 らか と なっ た 。上 地 は 道 徳 の 複数性（ リ

ベ ラ リ ズ ム 道 徳 ・ 共 同 体 道 徳 ・ ケ ア 倫 理 ・ 価 値 相 対 主 義 ） に 着 目 し ， 道 徳 授 業 に お け る 適 用 の 問 題 を

挙 げ る（ 上 地 ,  2 0 2 3）。道 徳 性 の 概 念 にお い ても ，例 え ば ，リベ ラ リズ ム 道 徳 は 正 義，共 同体 道 徳 は 謙

虚 さ な ど ， 道 徳 体 系 に 対 応 し た 道 徳 性 が あ る と 推 察 さ れ る 。 今 後 は ， レ ビ ュ ー の 対 象 を 広 げ る と と も

に ， 道 徳 体 系 を意 識 した 道 徳 性 の 枠 組み を 検討 す る 必 要 が ある 。  
 
【研究成果発表方法】 

「 道 徳 性 の 再 定義 に 向け た 心 理 学 領 域に お ける 道 徳 性 概 念 のレ ビ ュー 」， 浅 部 航 太 ，日 本 道徳 性 発 達

実 践 学 会 『 道 徳性 発 達研 究 』（ 執 筆 中 ）  

 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て ， 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は ， 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お ， 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 
 
 


